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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

東
栄
町
議
会
議
長

　
原
田
安
生

　
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
指
導
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
事
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
収
ま
ら
ず
、
町
民
の
皆
様
も
気
苦
労
が
絶
え
な
い

１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
の
問
題
で
は
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
は
、
混

乱
を
招
い
た
事
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
し
っ
か
り
と
説
明
す
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
事
、
反
省
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
東
栄
町
人
口
は
、
３
千
人
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
人
口
減
少

に
は
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
減
少
を
抑
え
る
施
策
を
行
っ
て
行
く

事
が
私
た
ち
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
い
る
子
供
た
ち
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供

た
ち
の
為
に
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
今
を
生
き
る
我
々
が
㕱㕰
年
後
、

㕲㕰
年
後
を
見
据
え
た
東
栄
町
を
作
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
、
介
護
、
経
済
、

全
て
が
著
し
く
進
化
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
２
歳
に
な
る
孫
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
い
ト
ー
マ
ス
の
動
画
を
勝
手
に
観
て
い
る
の
を
見
て
、
唖
然
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

今
の
時
代
な
ん
で
す
ね
。
世
の
中
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
進
化
し
て
い
ま
す
。
乗
り
遅
れ

る
事
な
く
皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し
住
み
や
す
い
街
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

三
遠
南
信
自
動
車
道
も
、
東
栄
イ
ン
タ
ー
と
鳳
来
峡
イ
ン
タ
ー
間
が
令
和
７
年
度

開
通
予
定
と
、
国
土
交
通
省
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
の
４
号
ト
ン
ネ
ル
、
深
谷

と
海
老
島
間
も
事
業
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
橋
梁
工
事
も
着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
。
早
期
開
通
が
ま
ち
ど
お
し
い
で
す
ね
。

　

本
年
も
、
東
栄
町
議
会
し
っ
か
り
議
論
を
し
て
、
住
み
よ
い
東
栄
を
目
指
し
活
動
し

て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
本
年
が
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
は
町
政
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
発
生
し
、
全
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
国
内
の
発
生
か
ら
間
も

な
く
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
都
合
２
回
の
緊
急
事
態
宣
言
等
に
よ
り
、
皆
様

に
は
不
自
由
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
と
と
も
に
、
不
安
な
毎
日
を
送
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
感
染
拡
大
防
止
の
切
り
札
と
し
て
実
施
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
９
月
中
旬
に
は
㕱㕲
歳
以
上
の
希
望
者
に
対
す

る
接
種
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
３
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

２
月
上
旬
に
は
実
施
で
き
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
新
規
感
染
者
の
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
感
染
拡
大
は
終
息
し
た
も
の
で
は
な
く
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
・
消
毒
の

徹
底
、
三
密
の
回
避
な
ど
と
い
っ
た
基
本
的
な
感
染
対
策
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
前
の

生
活
に
少
し
で
も
早
く
戻
れ
る
よ
う
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
条
例
の
制
定
改
廃
の
請
求
署
名
、
そ
の
後
の
町
長
解
職
請
求
と
、
町

の
混
乱
を
避
け
ら
れ
ず
大
変
残
念
な
思
い
を
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
任
期
半
ば
で
辞

職
し
、
選
挙
に
よ
り
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
町
政
、
今
後
の
町
政
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
信
を
問

う
形
と
な
り
、
再
び
町
長
の
職
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
に
向
け
て
、
３
期
目
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
改
め

て
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
㕱㕰
月
に
着
工
し
た
新
診
療
所
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
今
夏
に
は

完
了
し
、
９
月
に
は
開
所
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
な
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
介
護
等
が
担
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
を
充
実
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
鳳
来
峡
～
東
栄
間
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
に
開
通
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
が
、
昨
年
４
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
部
と
山
間
部
を
結
び
、
災
害
や
救
急
搬
送
、
町
民

生
活
、
観
光
、
経
済
の
道
と
し
て
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
道
路
で
あ
り
、
引
き
続
き
早
期
開
通
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
人
口
が
３
千
人
を
切
っ
た
中
で
、
第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
施
策
を
積
極
的
に
進
め
、

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
の
実
現
に
向
け
、
発
想
の
転
換
と
大
胆
な
実
行
力
を
も
っ
て
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
禍
が
去
り
、
皆
様
に
と
っ
て
も
、
東
栄
町
に
と
っ
て
も
幸
多
い
年
と
な
る
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 東

栄
町
長

　
村
上
孝
治
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新
春
を
迎
え
て

愛
知
県
知
事

　
大
村
秀
章

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
オ
ー
ル
愛
知
で
一
丸
と
な
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
「
克
服
」
に

向
け
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
整
備
推
進
、
愛
知
県
新
体
育
館
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点
「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」
の
整
備
着
手
な
ど
、
感
染
症
克
服

後
を
見
据
え
、
愛
知
を
「
前
進
」
さ
せ
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
そ
れ
に
伴
う
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
大
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
急
速
な
発
展
な
ど
、
加
速
度
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
愛
知
が
日
本

の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に
は
、
変
化
に
的
確

に
対
応
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、
国
内
外
の
優
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
と
の
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
次
々
と
創
出
さ
れ
る
、
愛
知
独
自
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
促
進
し
、
海
外
先
進
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
世

界
に
例
を
見
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
社
会
基
盤
整
備
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
教
育
、
女
性

の
活
躍
、
医
療
・
福
祉
、
環
境
、
雇
用
、
多
文
化
共
生
、
防
災
・
交
通
安
全
、
東
三
河
地
域
の

振
興
な
ど
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
7
月
に
は
、
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
2
0
2
2
」
を
開
催
し
ま
す
。
秋
に
は
、
ジ
ブ
リ

パ
ー
ク
の
「
青
春
の
丘
エ
リ
ア
」
「
ジ
ブ
リ
の
大
倉
庫
エ
リ
ア
」
「
ど
ん
ど
こ
森
エ
リ
ア
」
が
開
業

し
ま
す
。
愛
知
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
も
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

愛
知
県
は
今
年
、
1
8
7
2
｟
明
治
5
｠
年
の
誕
生
か
ら
1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
県

民
の
皆
様
に
、
将
来
も
愛
知
県
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

愛
知
県
議
会
議
員 

峰
野
　
修

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

2
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

み
、
医
療
対
応
も
治
験
が
向
上
し
、
新
規
感
染
者
が
大
幅
に
減
っ
た
状
態
ま

で
来
ま
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
変
異
株
の
侵
入
を
防
ぎ
、
第
6
波
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
努
力
を
し
つ
つ
、
こ
の
間
被
っ
た
人
的
経
済
的
被
害
の
軽
減
・

回
復
に
取
り
組
む
１
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

診
療
所
の
移
転
・
新
築
も
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
が

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
新
体
制
の
確
保
の
第
一
歩
で
す
。

　

働
く
場
所
の
確
保
も
大
切
で
す
。
新
城
イ
ン
タ
ー
直
近
に
新
城
市
が
新
し
く

工
業
団
地
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
通
勤
道
路
も
改
良
が
進
ん
で
い
ま
す
。
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
と
併
せ
て
優
良
で
安
価
な
住
宅
用
地
と
空
き
家
を
常
に
確

保
し
て
お
く
事
が
移
住
・
定
住
さ
れ
る
方
を
迎
え
る
の
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

森
林
資
源
の
活
用
も
、
国
の
森
林
環
境
譲
与
税
・
県
の
森
と
緑
づ
く
り
税
二

つ
の
財
源
を
連
結
し
た
取
り
組
み
、
所
有
者
の
確
認
・
境
界
画
定
・
搬
出
間
伐

な
ど
を
A
I
の
活
用
を
し
な
が
ら
、
林
班
を
１
単
位
ぐ
ら
い
の
面
積
で
計
画
・

実
行
し
て
い
く
の
が
有
効
と
思
い
ま
す
。

　

諸
課
題
の
克
服
と
進
展
に
向
け
て
、
大
き
く
飛
躍
す
る
1
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
、
私
も
県
議
会
議
員
と
し
て
精
一
杯
努
力
す
る
こ
と
を
お
約
束

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



4

TOWN TOPICS
まちの話題

　11月２２日(月)、東栄小学校6年生を対象に東栄キッ

ズワークショップが行われました。

　椙山女学園大学の阿部順子先生、名古屋工業大学の

井戸田秀樹先生を講師に、のき山学校の歴史や廃校活

用、地震がおきる仕組みを学びました。また、児童たち

が実際に紙の模型で家をつくり、すじかいの有無での

揺れ方の違いを体験しました。

　実際に映像や模型で地震の怖さや揺れの違いを体験

し、児童たちからは驚きの声が上がっていました。

のき山学校耐震改修をとおして
地震の知識、深めよう

　11月16日(火)と25日（木）の２日間にかけて、東栄町・

東栄町議会は、峰野修県議に同行いただき、平成28年

度から例年行っている愛知県及び愛知県議会への要請

活動を実施しました。愛知県知事・副知事をはじめ関係

局長や愛知県議会を訪問し、東栄町が目指すまちの実

現に向けた課題等、町の実情を伝え、今後の支援や協力

について要請しました。

愛知県への総合要請

　11月14日（日）、スターフォーレスト御園で開催された

日帰りの特別観望会。町民の方をはじめ、名古屋・豊橋・

浜松方面から29名の参加がありました。天候にも恵ま

れ、参加者たちは、お目当ての月や土星だけでなく、美

しい秋の夕暮れのひとときを楽しみました。

「月と明るい惑星を見る会」
盛況でした！

①地域医療の確保

②消防・防災・減災対策

③水道施設の整備

④林業振興

⑤鳥獣害対策

⑥道路等基盤整備

⑦情報通信基盤の整備

⑧過疎対策

⑨持続可能な行政運営

町民芸能まつり
　11月27日(土)、東栄小学校で行われました。 9組の

参加者が、和太鼓やブラスバンド、マジックなど様々な

ステージで会場を盛り上げました。

【要請事項】
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　東栄小学校では、子どもたちに地元の木材や森林の大

切さを知ってもらおうと、４年生を対象とした「木育授

業」を開催しました。授業は、森林の話、ヒノキの葉を使っ

た蒸留体験、間伐材を使用したからくり人形の実演、御

園地区での間伐材搬出体験など、森林に対して興味を持

ってもらえるように工夫をこらした内容で行われました。

　子どもたちは、森林の持つさまざまな機能や資源とし

ての大切さを学んでいました。

～残したいもの、伝えたいもの～
もくいく in とうえい小

　おひさまの会が優良家庭教育地域活動推進組織表彰

を受けました。

　小学校や保育園などで絵本の読み聞かせを多年にわ

たり活動されてきた「おひさまの会」に愛知県教育委員

会より感謝状が贈られました。「おひさまの会」は20年

前に絵本が好きなお母さんたちが集まり活動が始まり

ました。現在は8名のメンバーがボランティアで子ども

たちへの絵本の読み聞かせ活動を行っています。

「おひさまの会」に感謝状

　１１月２４日（水）、東栄小学校３、４年生を対象に消防団

啓発授業が行われました。コロナの影響で、２年ぶりの

開催となった今回の授業では、〇×クイズを交えながら、

消防団の活動内容や火災予防について説明しました。

伊藤団長は「火災を発見したら大きな声で助けを呼び、

すぐに火から離れましょう」と子どもたちに呼びかけました。

消防団啓発授業

　12月4日(土)、とうえい保育園でおゆうぎ会が行われ

ました。子どもたちは、元気いっぱい歌や楽器、劇を披

露しました。真剣なまなざしや楽しそうな笑顔、様々な

表情を見せる子どもたちを見守る会場は、温かな雰囲

気に包まれていました。

がんばりました！ おゆうぎ会

・・・・
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（単位：千円）

令和2年度  公共事業の執行状況をお知らせします
　 令和２年度の東栄町が発注した主な事業 （指名審査会通過案件かつ入札案件等

（随意契約を除く））を事業種別にお知らせします。 今回は、先月号でお知らせでき

なかった【土木工事】、【物品】、【舗装工事】についてお知らせします。

業 者 名 工 事 名 等 最終契約金額

▼
土
木
工
事

▼
物
品

▼
舗
装
工
事

㈱ 田中組

㈱ 佐々木組

㈲ 森建設

亀山建設 ㈱

㈲ 森建設

㈱ 岡村組

㈲ 森建設

㈲ 森建設

㈱ 岡村組

㈲ 森建設

㈲ 松並重機

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈲ 森建設

㈱ 岡村組

町道深谷池場線側溝整備工事

耐震性貯水槽設置工事

月地区かんがい排水整備工事

町道橋場坪沢線道路改良工事

林道反沢線改良工事

林道稲目平釜沢線改良工事

林道小田沢登線改良工事

町道小田敷名倉線道路改良工事

林道駒久保線改良工事

作業路棚沢 1 号線新設工事

川角地区かんがい排水整備事業

林道小田沢登線 3 号箇所災害復旧工事

林道小田沢登線 2 号箇所災害復旧工事

林道小田線災害復旧工事

林道小田沢登線 1 号箇所災害復旧工事

4,000

7,700

1,800

5,600

8,200

12,900

6,400

7,000

4,550

2,100

1,650

7,000

9,000

10,300

6,250

カノウカデン

㈱八神製作所 豊橋営業所

アルフレッサ㈱ 豊橋支店

大木電気商会

大木電気商会

教育産業㈱ 豊橋営業所

㈲鈴木自動車

㈱八神製作所 豊橋営業所

㈲ 鈴木自動車

㈲ 鈴木自動車

㈱ニッコク 名古屋支店

大木電気商会

㈱ Fujitaka 名古屋支店

㈲ 鈴木自動車

宝文堂書店

㈱フェニックス　東三河営業所

㈱八神製作所　豊橋営業所

㈱八神製作所　豊橋営業所

ワイヤレス会議システム購入設置事業

グリコヘモグロビン分析装置購入

一般撮影ＦＰＤ装置購入

花祭会館　高天井用照明器具購入

東栄町斎苑火葬棟壁掛型エアコン購入設置

小 ・ 中学校学習用端末等導入

公用車購入

エアーテント購入

公用車（医療センター車両）購入

公用車（学輸車両）購入

量水器購入

子育て支援センター、放課後児童クラブ空気清浄機購入

とうえい温泉券売機等購入

町営バス車両購入

ノートパソコン

検温アラームシステム

組立式陰圧陽圧ブース

クリーンパーティション

4,100

1,550

18,480

990

1,260

22,600

1,634

5,280

2,278

2,631

850

1,030

9,500

3,130

1,089

2,160

1,280

924

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

㈱ 田中組

町道東薗目赤羽根線舗装修繕工事

林道小田沢登線舗装工事

町道西薗目坪沢線舗装修繕工事

林道下モ山線舗装工事

林道よらき線舗装工事

農道日蔭 1 号線改良工事

林道名倉線改良工事

林道大稲目線改良工事

林道林線改良工事

林道峯地線改良工事

林道節沢線改良工事

4,200

18,800

8,000

8,700

8,700

1,800

6,000

2,700

6,000

2,600

2,600
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東栄町観光ＰＲ動画が完成！東栄町観光ＰＲ動画が完成！
　町の地域資源を生かした、新しい観光PR動画

を制作しました。町の山里のうつりゆく四季の風

景・スポットをつめこんだ観光PR動画、～暮らすよ

うに楽しむ～うつりゆくとうえいの四季と、新たな

地域ブランド「ビューティーツーリズム」のPR動画、

～五感で感じ、生まれ清まる～「ビューティーツー

リズム」で構成されています。

　QRコードから町公式YouTube

ページへアクセスできます。ぜひ

ご覧ください。

東栄ふるさとガイドブック　
リニューアル！
東栄ふるさとガイドブック　
リニューアル！
　町に寄付をいただいた

方への返礼品として、地域

の特産品などをまとめた、

ふるさとガイドブックをリ

ニューアルしました。

(株) 田中組

(株) 田中組

(株) 森建設

(株) 森建設

(株) 田中組

(株) 森建設

(株) 田中組

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

業種

12,440

24,709

林道よらき線舗装工事

林道下モ山線舗装工事

枇杷ノ香橋橋梁補強工事

御園地内配水管布設替工事

本郷地内配水管布設工事

月地区かんがい排水整備工事

加久保橋橋梁補修工事

工　事　名　等

令和 3年度
11月の入札結果

計

業者名等 予定金額【千円】

8,700

5,700

6,100

12,000

9,100

1,400

23,700

66,700

落札金額【千円】

※税抜き

東栄町地域包括支援センターでは、地域の皆さんの自主的な

活動を応援しています。出前講座なども行いますので、お気軽

にご相談ください。

お楽しみ会（千代姫荘）“集まり
”

み～つけた！
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町公式YouTube

問合せ ☎76 ・ 1740

QRコードからアクセスして、ぜひご覧ください。
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　町では、町内中小事業者に対して、新しい生活様式

に対応した事業展開・働き方への対応に必要となる

設備・機器等の導入に要した経費の一部を助成する

事業を行っており、このたび下記のとおり申請期間・

対象期間を延長しました。

　東栄町プレミアム付商品券「ありがっさま券」の使用

期限は令和４年２月１日（火）です。

商品券をお持ちの方は、お忘れなくご使用ください。

●申請期間

　令和４年２月１８日（金）まで

●補助対象となる経費

・要件をすべて満たす設備・機器等の購入・施工等に  

要する費用のうち令和２年４月１日から令和４年１月

31日までに支払った金額

・令和２年４月１日から令和４年１月31日までに納入・
工事等が完了した設備、機器等

●補助額

　１事業者あたり上限３０万円

●補助率

　補助対象経費（税抜金額）（購入・施工費等）の3/4

（75％）以内

●注意事項

　期限を過ぎた商品券は、ご使用いただけません。

ご注意ください。

　使用されなかった商品券の払い戻しはできません。

期限内のご使用をお願いします。

●商品券取扱加盟店

　とうえいチャンネル（１２チャンネル）または、町ホーム

ページをご覧ください。

●申請・問い合わせ先

　【東栄町商工会会員の方】

　東栄町商工会 （平日 午前９時～午後５時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎７６・０５３０

　【会員以外の方】

　経済課 （平日 午前８時30分～午後５時15分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎７６・1812

申請期間・対象期間を延長しました
東栄町新しい働き方対応支援補助金

問合せ

『ありがっさま券』の
使用期限が迫っています！

介護保険要介護認定高齢者の方に対する
税法上の障害者控除について
　認定対象者または認定対象者を扶養している方からの申請に基づき、対象者の身体状況等の生活自立度を確

認・審査し、認定された方に、「障害者控除対象者認定書」を交付します。この障害者控除対象者認定書を税の申告

時に提出すると、税法上の障害者控除の対象となる場合があります。

※障害者手帳をお持ちの方及び障害者控除を受けなくても所得税や住民税が非課税の方は、申請する必要はありません。

【認定基準日】

　令和3年12月31日

　（年の途中で死亡された場合は死亡日）

【認定対象者】

　認定基準日において、下記の要件をすべて満たす方

①東栄町に住所のある65歳以上の方

②介護保険法(平成9年法律第123号)に規定する要介

　 護、または要支援の認定を受けている方

③身体または認知症の状態が町で定められた基準（介護

　 保険の要介護判定資料による）に該当する方

【申請方法】

　申請書の提出が必要になりますので、申請者の印鑑

をご持参の上、役場住民福祉課までお越しください。

※前年度に認定書の交付を受けられている方へは、

12月上旬にお知らせと申請書をお送りしますので、

ご確認ください。

【交付開始時期】

　「障害者控除対象者認定書」の発行は、令和3年1月

4日以降になります。

問合せ 住民福祉課　　☎76 ・ 0503

経済課　　☎76 ・ 1812

商工会　　☎76 ・ 0530



元気な地域づくり支援事業の活動をお知らせします

天文台通信
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　「桜の会」は、長峯

神社（三輪）の祭典区

のメンバーを中心に

地域の環境整備活動

などを行うため、平

成２５年に発足しまし

た。今年度は、町道河

内中在家線の道路に

覆いかぶさる立木の伐採や草刈りを行い、通行時の見通

しがよくなりました。来年度も引き続き、安全確保のため

に立木の伐採を行う予定です。

　今年度からたんぽぽの会で下田地区に畑を借りて、サツ

マイモを植えました。10月13日、親子約10組が集まり、芋

ほりを行いました。天候にも恵ま

れ、泥だらけになった子供もいま

したが、秋晴れの下楽しく作業が

できました。初めての挑戦で夏の

草取りなど大変でしたが、収穫量

はまずまずで、11月26日にはみん

なで焼き芋を作って食べました。

みんなで育てたサツマイモの味は

格別でした！！　

たんぽぽの会

　月は地球から約38万km離れたところにあり、

地球の周りを約30日かけて1周しています。望

遠鏡や双眼鏡で見るとクレーターと呼ばれる穴

がたくさん見られますが、これらは隕石の衝突に

よって出来たもので、大きいものでは愛知県がす

っぽり収まってしまいます。天文台の望遠鏡では、

直径約2km位のクレーターまで確認できます。

月(Moon)

桜の会

第６５回

　11月24日から12月２日の間、統計に関する理解を

深めるため、東栄小学校にて県内の小・中学生の優秀

なグラフ作品を展示しました。

　　   愛知県統計グラフコンクール
入賞作品等のパネル展を行いました

令和3年度
和太鼓「絆」交流プロジェクトについて

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度の

開催を中止させていただきます。
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●
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　
☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

雇
用
調
整
助
成
金
の

特
例
措
置
等
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
１
月
～
令
和
４
年
３
月
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
雇

用
調
整
助
成
金
・
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支

援
金
・
給
付
金
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
助
成
内
容
が
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　
　

令
和
４
年
４
月
以
降
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
雇
用
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
具
体
的
な

助
成
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
も
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
確

定
申
告
会
場
に
は
出
向
か
ず
、
安
心
・
安
全
な

ご
自
宅
か
ら
のe

-T
a

x

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

活
動
場
所　

国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
２
０
２
２
」
各
会
場

｟
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、
一
宮
市
内
、

常
滑
市
内
、
有
松
地
区(

名
古
屋
市)

｠

活
動
内
容　

①
展
示
作
品
の
看
視
、
会
場
の
案
内
な
ど

②
対
話
型
鑑
賞
の
手
法
を
用
い
た
来
場
者

の
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
な
ど

③
展
示
作
品
の
案
内
な
ど

令
和
４
年
１
月
以
降
の

「
み
る
」よ
り「
支
え
る
」

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
商
工
会
会
員
の
方 

東
栄
町
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
６
・
０
５
３
０

　
会
員
以
外
の
方 

町
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
６
・
１
８
１
２

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
２
０
２
２
」

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局

　
　
　
　
☎
０
５
２
・
９
６
１
・
４
５
６
１

　

町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
影
響
を
受
け
た
町
内
事
業
者
に
対
し

て
事
業
持
続
を
応
援
、
経
費
の
一
部
を
助
成

す
る
応
援
金
、
補
助
金
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
申
請
期
限
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
事
業
者
の
方
は
期
限

内
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
間　

令
和
４
年
２
月
㕲㕸
日
｟
月
｠
ま
で

｟申
請
期
間
を
変
更
し
ま
し
た
｠

応
援
金
・
補
助
金
の

申
請
期
限
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　
新
城
税
務
署

　
　
　  

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
２
１
４
１

　

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
ご
自

宅
か
らe

-T
a

x

で
申
告
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
で
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
を
撮
影
す
れ
ば
、
金
額
や
支
払
者

情
報
な
ど
を
自
動
で
入
力
で
き
る
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
画
面
の
対
象
範
囲
も

拡
大
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
申
告
が
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
や
生
命
保
険
料
な
ど
が
自
動
で
入

力
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
取

得
可
能
と
な
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
拡
大
予
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
利
便
性
が
向

上
し
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

に
よ
るe

-T
a

x

を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

～
確
定
申
告
会
場
へ
の

　
　
　
　
　

来
場
を
お
考
え
の
方
へ
～

　

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
、
会
場
の
混

雑
緩
和
の
た
め
、
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で

す
。
「
入
場
整
理
券
」
は
、
確
定
申
告
会
場
で

の
当
日
配
付
、
又
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
前

発
行
の
二
通
り
で
配
付
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
限
間
際
は
大
変
な
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
来
場
さ
れ
る
場
合
は

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
務
署
会
場
に
限
り
、
公
的
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
主
な
対
象
者
と
し
て
、

１
月
21
日(

金)

か
ら
２
月
15
日(

火)

ま
で
の

期
間(

土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
。)

に
も

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
際
芸
術
祭
「あ
い
ち
」組
織
委
員
会
で
は
、

2
0
2
2
年
７
月
30
日
｟
土
｠
か
ら
10
月
10
日

｟
月
・
祝
｠
ま
で
開
催
す
る
、
３
年
に
一
度
の
国

際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
２
０
２
２
」
の
運
営
を
支

え
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
募
集
条
件
や
申
込
方
法
等
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
御
確
認
い
た
だ
き
、
是
非
御
応
募
く

だ
さ
い
。

活
動
期
間

　

2
0
2
2
年
７
月
29
日
｟
金
｠
か
ら
10
月
10

日
｟月
・祝
｠ま
で　

Å

内
覧
会
含
む

国
際
芸
術
祭「
あ
い
ち
２
０
２
２
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集
期
間　

2
0
2
1
年
12
月
１
日
｟水
｠か
ら

　

2
0
2
2
年
３
月
４
日
｟金
｠【必
着
】ま
で

メ
ー
ル  jim

u
k
y
o

k
u

@
a
ic

h
i2

0
2

2
-

　
　
　
　
　
　

v
o

lu
n

te
e

r.jp

【東
栄
町
事
業
持
続
応
援
金
】

申
請
期
間　

令
和
４
年
２
月
1㕸
日
｟金
｠ま
で

【東
栄
町
新
し
い
働
き
方
対
応
支
援
補
助
金
】

申
請
期
間　

令
和
４
年
３
月
㕴
日
｟金
｠ま
で

【
東
栄
町
新
分
野
進
出
・
販
路
開
拓
等

  

｟
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
｠ 

支
援
補
助
金
】

※

申
請
内
容
に
つ
い
て
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
巡
り
M
A
P
を
制
作
し
ま
し
た
！

　

11
月
に
は
、
東
栄
小
学
校
の
6
年
生
と

実
際
に
マ
ッ
プ
を
持
っ
て
ま
ち
歩
き
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
小
学

生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
ま
ち
を
楽
し

む
こ
と
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ッ
プ
を
持
っ
て
歩
い

た
こ
と
で
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
モ

ノ
な
ど
に
も
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
観
光
だ
け
で

な
く
空
き
家
問
題
、
防
災
な
ど
様
々
な

関
係
機
関
と
連
携
を
進
め
な
が
ら
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
で
は

町
経
済
課
と
連
携
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
等
制
作
や
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
「
ホ
タ
ル
の
さ
ん
ぽ

道
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
取
り
組
ん
で
き

た
“
ま
ち
巡
り
の
促
進
”
と
い
う
観
点

か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
従
来
の
イ
ベ
ン

ト
の
よ
う
に
一
度
に
た
く
さ
ん
の
人
を

招
い
て
の
開
催
は
難
し
い
で
す
が
、
最

終
的
な
目
標
と
し
て
日
常
的
に
ま
ち
巡

り
が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ま
ち
巡
り
を
楽
し
む
た
め
の
地
域
資
源

を
掘
り
起
こ
す
ツ
ー
ル
と
し
て
「
ま
ち

巡
り
M
A
P
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
完
成
さ
れ
た
マ
ッ
プ
で

は
な
く
、
手
に
取
る
人
が
実
際
に
ま
ち

を
歩
い
て
み
た
も
の
を
書
き
込
む
た
め

の
マ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
季
節
ご

と
・
時
間
ご
と
に
変
わ
る
景
色
や
、
町

を
歩
く
中
で
見
つ
け
た
自
分
だ
け
の
お

気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
、
見
つ
け
た

植
物
の
情
報
、
近
所
の
方
と
の
出

会
い
や
何
気
な
い
会
話
の
内
容

な
ど
を
書
き
込
み
自
分
だ
け
の

マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
東
栄
町

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　 

　
☎
７
６
・
１
７
８
０

子どもの健やかな成長を見守りはぐくむ地域

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
☎
７
６
・
０
５
０
３

・ 

社
会
参
加 

・

　

中
学
生
か
ら
お
母
さ
ん
に
い
く
つ
か
の
質
問

が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
質
問
は
「
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
る
前
と
後
で
心
境
や
生
活
の
変
化
は
あ
り

ま
す
か
。
」
「
赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
に
い
る
と
き
に

旦
那
さ
ん
に
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
。」
等
で
す
。

次
世
代
を
担
う
中
学
生
の
質
問
に
真
摯
に
答
え

る
お
母
さ
ん
は
た
く
ま
し
く
見
え
ま
し
た
。
中

学
生
か
ら
は
「
東
栄
の
お
母
さ
ん
た
ち
を
見
習

い
た
い
。
」
と
身
近
な
育
児

モ
デ
ル
に
う
つ
っ
た
よ
う

で
す
。

・ 

子
ど
も
を
健
や
か
に
見
守
り
は
ぐ
く
む
地
域 

・

　

子
ど
も
を
健
や
か
に
見
守
り
は
ぐ
く
む
地
域

は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
醸
成
さ
れ
ま
す
。
お
母

さ
ん
は
、
「
子
育
て
は
大
変
だ
け
ど
楽
し
い
。
」

と
中
学
生
に
語
り
、
中
学
生
も
お
母
さ
ん
に
、

積
極
的
に
歩
み
寄
り
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

㕱㕰
年
後
、
Ӽ㕰
年
後
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
交
流
を
体

験
し
た
中
学
生
は
、
ど
の
よ
う
な
想
い
を
抱
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
中
学
生
は
、
今
回
の
体

験
で
「
小
さ
い
子
に
優
し
く
声
を
か
け
て
あ
げ

た
い
。
」
と
地
域
の
子
ど
も
を
見
守
り
は
ぐ
く
む

気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
年
間
㕱㕰
名
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
発

育
の
た
め
に
は
、
親
子
を
取
り
巻
く
温
か
な

環
境
の
形
成
や
、
地
域
の
「
つ
き
あ
い
・
交
流
」

「
信
頼
」
「
社
会
参
加
」
と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

㕱㕰
月
に
開
催
さ
れ
た
中
学
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の

交
流
会
か
ら
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
見

守
り
は
ぐ
く
む
町
の
一
面
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・ 

つ
き
あ
い
・
交
流 

・

　

今
年
は
特
に
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
は
一

人
ひ
と
り
手
作
り
の
絵
本
を
用
意
し
て
、
赤
ち

ゃ
ん
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん

は
、
じ
ー
っ
と
絵
本
を
見
入
り
、
笑
い
、
絵
本
の

動
物
や
野
菜
に
手
を
の
ば
し
た
り
と
様
々
な
姿

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

・ 

信
頼 

・

　

初
対
面
の
中
学
生
に
お
母
さ
ん
は
、
「
抱
っ
こ

し
ま
す
？
」
と
言
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
た
く
し
て

く
れ
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
を
我
が
子
の
よ
う
に

慈
し
む
中
学
生
と
安
心
し
き
っ
た
表
情
の
赤
ち

ゃ
ん
の
姿
を
、
お
母
さ
ん
は
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。
中
学
生
は
、
「
抱
っ
こ
を
さ
せ
て
も
ら
え
て

楽
し
か
っ
た
。
」
「
赤
ち
ゃ
ん
が
手
を
握
っ
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
」
と
赤
ち
ゃ

ん
の
抱
っ
こ
を
五
感
で
受
け
貴

重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.54

健
康
戦
隊

守
る
ン
ジ
ャ
ー

【
役
場
保
健
師
】

Vol.65

まち歩きの様子
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１
学
期
の
学
校
保
健
委
員
会
は
、

大
雨
警
報
発
令
の
た
め
、
後
日
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
行
い
ま
し
た
が
、

２
学
期
は
予
定
通
り
、
保
護
者
の
方

も
一
緒
に
㕱㕱
月
㕲㕵
日
に
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
大
丈
夫
？
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

の
つ
き
合
い
方
～
体
の
健
康
を
考
え

よ
う
～
」で
す
。

　

東
栄
小
学
校
で
は
、
昨
年
度
末
か

ら
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
自
由
に
使
う
こ
と
で
操
作
に
慣
れ
、

主
体
的
に
学
習
に
生
か
せ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
し
か
し

今
後
、
子
ど
も
た

ち
の
視
力
や
運
動
量
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
５
年
生
が

歩
数
計
を
つ
け
、
３
日
間
の
歩
数
と
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
時
間
の
関
係
を

調
べ
ま
し
た
。

　

数
値
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
だ
け
で
な

く
、
健
康
委
員
会
の
子
た
ち
が
発
表

す
る
姿
を
見
て
、
保
護
者
の
方
か
ら

は
「
自
分
た
ち
の
生
活
を
見
つ
め
直

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
時
間
と
体

力
に
関
係
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、主

体
的
に
発
表
す
る
姿
が
よ
か
っ
た
。
」、

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
い
過
ぎ
る
と
、
し
っ
か
り
運
動
が

で
き
な
い
の
で
、
使
い
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

情
報
機
器
が
身
近

に
あ
る
生
活
が
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
の
世
の

中
で
す
。
自
分
で
考

え
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

正
し
く
使
う
こ
と
の

で
き
る
東
栄
っ
子
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

11
月
㕱ӻ
日
｟
木
｠
～
㕱Ӽ
日
｟
金
｠
の
２

日
間
、
２
年
生
が
国
内
研
修
に
出
か

け
ま
し
た
。

昨
年
同
様
、

日
本
を
代
表

す
る
観
光
地

｟
白
川
郷
、

金
沢
市
、
彦

根
城
｠
で
見

学
・
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、

屋
根
の
形
が

合
掌
し
た
時
の
手
の
形
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら

「
合
掌
造
り
｟
が
っ
し

ょ
う
づ
く
り
｠
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

等
を
知
っ
た
り
、
金
沢
文
化
を
代
表

す
る
茶
屋
街
の
風
情
に
浸
っ
た
り

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
日
本
三
名
園
と
し
て

有
名
な
兼
六
園
の
美
し
さ
と
そ
れ

を
支
え
る
人
々
の
働
き
、
彦
根
城
で

は
、
建
造
物
だ
け
で
な
く
、
城
本
来

の
軍
事
的
役
割
等
の
話
を
聞
き
な

が
ら
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

郷
土
を
離
れ
、
い
つ
も
と
は
違
う
視

点
か
ら
見
直
し
、
ふ
る
さ
と
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

２
年
生
が
、
カ
ナ
ダ
の
メ
ド
ウ
リ
ッ

ジ
校
の
生
徒
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
し

ま
し
た
。
メ
ド
ウ
リ
ッ
ジ
校
は
、
数
年

前
ま
で
交
流
し

て
い
た
学
校
で

す
。
自
己
紹
介

を
し
た
り
、
町

や
学
校
の
プ
レ

ゼ
ン
を
英
語
で

行
っ
た
り
、
楽

し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
田
口
高
校
創
立
㕸㕰
周
年
記
念
式
典

が
文
化
祭
に
先
立
っ
て
挙
行
さ
れ
、
同
窓
生
に

よ
り
正
面
玄
関
前
に
カ
イ
ノ
キ
の
記
念
植
樹
が

さ
れ
ま
し
た
。
午
前
の
部
は
、
巨
大
迷
路
、
林

業
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ク
ラ
ス
企
画
と
文
化

部
の
展
示
、
教
員
に
よ
る
大
パ
プ
ア
展
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
バ
ザ
ー
等
、
午
後
の
部
は
体
育
館
で
合
唱

や
ビ
デ
オ
作
品
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
を
考

え
な
が
ら
工
夫
し
て
取
り
組
め
た
と
思
い
ま
す
。

文
化
祭

鴨
山
演
習
林
実
習

学
校
保
健
委
員
会
が

あ
り
ま
し
た

２
年
生 

国
内
研
修
！

メ
ド
ウ
リ
ッ
ジ
校
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
！

交流֭様子بי؞بן

国内研修֭様子ӡ白川郷֪֥Ӣ

　

３
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
演
習
林
実
習
で
す
。

今
回
は
、
集
材
の
補
助
と
し
て
、
伐
採
し
た
木

を
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
の
ワ
イ
ヤ
に
と
り
つ
け
る

作
業
を
し
ま
し
た
。
教
科
書
や
映
像
教
材
か
ら

は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

11/5

外
部
講
師
に
よ
る
授
業

　

選
択
授
業
「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
」
と
「
測
量
」
に

地
域
か
ら
外
部
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
「
地
域
の
魅
力
を
知

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
で
働
く
こ
と
や
、
地
元

の
食
材
な
ど
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
だ
わ
り
の
タ
レ
を
つ
け
た
五
平
餅
は
と
て

も
お
い
し
く
、
４
本
も
食
べ
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。

　

測
量
で
は
、
G
P
S
測
量
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
生
徒
は
初
め
て
見
る
測
量
技
術
に

驚
き
、
楽
し
い
実
習
に
な
り
ま
し
た
。

11/17

～

11/10
12

林
業
科
３
年
生●

急
斜
面
で
転
げ
そ
う
に
な
り
、
と

て
も
し
ん
ど
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

[

生
徒
の
声]



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察

署
内
で
の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠

交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定

し
ま
す
の
で
、
そ
の
講
習
を
受
講
後

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て

平
日
の
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

　

１
１
０
番
を
か
け
る
と
、
警
察
本
部
通
信
指

令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
係
員
が
次
の
事
項
を

お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
あ
わ
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
、

簡
潔
明
瞭
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

①
何
が
あ
っ
た
の
か　

事
件
な
の
か
、
事
故
な

　

の
か
内
容
を
簡
単
に
。

②
そ
れ
は
い
つ
な
の
か　

何
時
ご
ろ
の
出
来
事

　

か
、
何
分
く
ら
い
前
の
こ
と
か
。

③
そ
の
場
所
は
ど
こ
な
の
か　

現
場
の
所
在

　

地
や
目
標
と
な
る
も
の
。

④
犯
人
は
ど
う
し
た
か　

犯
人
の
人
数
、
人
相
、

　

服
装
、
何
を
利
用
し
て
ど
こ
へ
逃
げ
た
か
。

⑤
被
害
の
状
況　

け
が
の
程
度
や
盗
ま
れ
た
も
の
。

⑥
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名　

ご
自
分
の
住
所
、

　

氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
。

　

事
件
解
決
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「す
ば
や
い
通
報
」

に
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
迷
わ
ず
、
落

ち
着
い
て
、
す
ぐ
に
１
１
０
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

運転免許更新のご案内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

〜
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
〜

事
件
・
事
故　

　

緊
急
事
案
は　

１
１
０
番

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
の
た
め
の

専
用
電
話
で
す

緊
急
性
の
な
い
相
談
な
ど
は
、
警
察
相
談
専
用

電
話 

「
＃
９
１
１
０
」 

や
最
寄
り
の
警
察
署
に

電
話
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

ふ
る
さ
と
歌
壇
十
一
月
詠
草

竹
田
　
正
子

福
田
　
幸
代

伊
藤
　
清
子

小
石
　
直
子

伊
藤
　
久
美

堂
地
　
雅
子

内
藤
　
久
代

小
野
田
博
文

伊
藤
　
義
信

杉
野
み
つ
子

優 

勝

二 

位

三 

位

三
城　

信
和

伊
藤　
　

勉

西
林　

信
彦

優 

勝　

伊
藤　

礼
子

二 

位　

加
藤　

育
代

三 

位　

杉
野
き
よ
み

優 

勝　

加
藤　

育
代

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

一
部

女
子

総
合

こ
よ
い

ゆ
う

ず
さ

ひ
と
つ
き

は
さ
み

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

12
月
4
日 

東
栄
町
弓
道
場

・
強
盗
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
事
件
を
目

撃
し
た
。

・
ド
ロ
ボ
ウ
に
入
ら
れ
た
り
、
ド
ロ
ボ
ウ
が
逃

げ
る
の
を
目
撃
し
た
。

・
見
か
け
な
い
人
が
、家
の
中
を
の
ぞ
い
て
い
る

・
ひ
き
逃
げ
事
故
に
遭
っ
た
、
ひ
き
逃
げ
事
故

を
目
撃
し
た
。

秋
深
み
風
も
吹
か
ぬ
に
ひ
ら
ひ
ら
と
老
い
の
涙
か
枯
葉
の
先
は

小
春
日
の
日
射
し
惜
し
み
て
蒲
団
干
す
今
宵
見
る
夢
良
き
夢
な
ら
ん

静
寂
な
二
人
の
夕
べ
懐
か
し
き
唱
歌
口
遊
む
テ
レ
ビ
と
共
に

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
の
中
の
笑
い
顔
時
代
は
進
ん
だ
ウ
ェ
ブ
面
会

三
着
目
完
成
ち
か
し
な
ん
だ
け
ど
自
分
の
速
さ
で
一
針
す
す
め

ベ
ラ
ン
ダ
で
風
と
踊
る
よ
産
衣
た
ち
　
こ
の
一
月
は
宝
物
な
り

天
文
台
の「
星
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
」は
神
秘
な
り  

小
春
日
和
に
響
く
そ
の
音

切
り
草
を
飾
れ
ぬ
冬
を
ま
た
迎
え
来
年
こ
そ
は
と
小
刀
を
研
ぐ

青
い
空
小
春
日
和
の
日
溜
ま
り
に
金
木
犀
の
あ
ま
い
香
り
が

雨
上
が
り
道
を
横
切
る
沢
蟹
は
ふ
ま
れ
る
も
の
か
と
螯
振
り
上
げ

広報とうえい  2022.1月号13

東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
6
｠

0
件 

｟
5
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
5
｠

1
人 

｟
1
｠

0
人 

｟
6
｠

10
件 

｟
67
｠

2
件 

｟
23
｠

2
件 

｟
17
｠

3
件 

｟
15
｠

2
人 

｟
16
｠

34
件 

｟
279
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
３
年
11
月

●
設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

　

「
＃
９
１
１
０
」
の
か
け
方
は
、
ご
家
庭
の
電
話
｟
プ
ッ
シ

ュ
回
線
の
み
｠や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
で
「＃
９
１
１
０
」

を
プ
ッ
シ
ュ
す
れ
ば
愛
知
県
警
察
本
部
の
住
民
コ
ー
ナ
ー

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
家
庭
の
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
で

あ
る
場
合
は
、
0
5
2
・9
5
3
・9
1
1
0
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。
開
設
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
｟
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
｠の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
は
必
要
で
す
。

　

１
８
７
２
｟明
治
５
｠年
㕱㕱
月
㕲㕷
日
に
、
名

古
屋
県
か
ら
改
称
し
た
当
時
の
愛
知
県
と

額
田
県
が
合
併
し
て
、
現
在
の
「
愛
知
県
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
は
、
愛
知

県
政
１
５
０
周
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。

愛
知
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
郷
土
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ
く
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

「愛
知
県
政
１
５
０
周
年
記
念
W
e
b
サ

イ
ト
」
で
は
、
１
５
０
年
の
歩
み
や
、
愛
知

の
魅
力
再
発
見
の
た
め
の
地
域
の
文
化
・

歴
史
・
風
土
・
産
業
な
ど
、
様
々
な
内
容
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2022年は愛知県政150周年です
●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
政
策
企
画
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施
設
利
用
（
11
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和3年11月の利用者数施　　設　　名 11月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

2,946

1,417

1,529

1,393

 −13）

−4）

−9）

−5）

転 入

転 出

出 生

死 亡

4

9

0

8

11月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

314

93

11,125

324

118

980

（

（

（

（

（

（

185）

95）

9,940）

 312）

17）

1,991）

1,321

265

63,171

1,772

738

6,544

（

（

（

（

（

（

1,320）

880）

64,810）

 1,980）

132）

6,661）

営業当初からの累計利用者数　3,769,974

11月16日～12月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

　花き消費回復対策事業の一環として、大治町立公民

館に花きの展示が行われました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響によるイベント等

の自粛により、需要が落ち込んだ花の消費を回復し、花

の生産から販売の体制を維持するため、愛知県が主体

となり「花き消費回復対策事業」が実施されています。

　大治町では１０月から２月にかけて毎月１週間、町内の

各施設に花きが展示されています。

大治町友好自治体

納
税
等

納期限： 1月31日

●個人住民税

●国民健康保険料　

●後期高齢者保険料　　●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●
お
悔
や
み

氏　名　　　　  年 齢　 　住 所

村田きみゑ ８5 本郷

石野 裕  86 三輪

花田 勇吉 90 御殿

居 澤 き く ゑ  94 本郷

※東栄町に住所を有し、町外で

出生・死亡の届出をされた方

も掲載対象となりますので

掲載を希望される場合は、

お早めに住民福祉課へ申し

出ください。

わたなべあや　ひかりのくに

中川ひろたか　ひかりのくに　　　　　　　　　

●も・や・し～！

●そっくりこ

塩谷 舞　文藝春秋

旺文社

●ここじゃない世界に行きたかった

●学校では教えてくれない大切なこと

　 ・１２ ネットのルール

　 ・27 発表がうまくなる－スピーチからプレゼンテーションまで－

新
着
図
書

東栄町図書室 （のき山学校） 子育て支援センター （にこにこ広場）



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会（足込
生活改善センター）

1 January. 2022

行政相談 親子教室
(親子クッキング）

個別予防接種

個別予防接種

乳幼児健診

シャレおじの会

ノーメディアデー

表紙の写真

　2022年がスタートしました。

新しい年を迎える1月を、自分

の「心」と向き合う月にしてみ

てはいかがでしょうか。

元日

成人の日

たんぽぽの会

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等に

より、中止になる場合があります。中止の際は対象者への個別連絡

と、とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

広報とうえい  2022.1月号15

さわやかクラブ

ベビーマッサージ

巡回職業相談

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ペットボトル・白トレイ・乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

役場閉庁（1月3日まで）

3学期始業式
(小中学校)

文化芸術教室
(小学校)

振替休業日
(小学校)
スキー教室
(中学１・２年）

スキー教室
(小学3～6年）

学年末保護者会
(中学3年）

入学説明会
(小学校)

学芸会(小学校)

民生委員児童委員
協議会定例会

6
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総務課　　☎７６ ・ 0501

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINE

Facebook

Twitter

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。

※通信料は利用者負担です。

令和4年1月1日発行   No.745

発行 ： 東栄町役場　〒449-0292  愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25

ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールアドレス  shinkou@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場振興課

広報とうえい

オニスターのおでかけ日記

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 154

恩田幸司さんご一家

東栄町在住歴  １年９か月

（振草）
こうじ

ぼくの名前はオニスター！

今月から新しく、ぼくのコーナーが始まったよ。

「オニスターのおでかけ日記」は、広報誌、

YouTube、インスタグラムを組み合わせた、

新しい取り組みなんだに。

今月は、ぼくがこの企画について説明してる

から、ぜひ YouTubeで見てね。

たくさんの人に、まちの魅力が届くように、

みんなフォローして応援してね！

今月の動画

（YouTube）

オニスターの

おでかけ日記

(インスタグラム)


